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(７月) 最初に，本土の鮎とリュウキュウアユの生態の違いや成長の仕方などについて，

専門の先生から学び，その後，近隣の小学校と共に川へ行き実際に観察をした。

(10 月) 児童･保護者･地域住民などと協力して

校区を流れる川の，リュウキュウアユ産卵

場所の清掃と川底の整地作業を行った。

(３月) 校区内にあるリュウキュウアユ産卵孵化場で，人

工授精によりふ化した稚魚や成長した生魚の観察を行

った。

２００６年から取り組んできたリュウキュアユ

保護活動の取組に対し，２年連続で

「公益財団法人日本鳥類保護連盟から奨励賞」

を受賞しました


